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その他
特定
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縮
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そ
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見直し額

「新ふるさと創造」推進事業 継続 政策的経費 幸福実感、誇りを生み出す「ふるさと政策」 ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H28 4 410,663 410,663 ○

集落活性化支援事業 継続 政策的経費 幸福実感、誇りを生み出す「ふるさと政策」 ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H30 2 117,348 58,674 58,674 ○

新福井ふるさと茶屋支援事業 継続 政策的経費 幸福実感、誇りを生み出す「ふるさと政策」 ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H30 2 48,000 24,000 24,000 ○

3 576,011 82,674 493,337 3

平成３０年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 市町振興課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３１年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ □ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］　　

■ 無

□ 有

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総務部

補助

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

課名

県１／２、市町１／２

地域住民 ［想定される受益者数］

事業実施方法

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点

新たに敦賀市、小浜市、おおい町が事業計画を策定。敦賀市は、人
道の港敦賀ムゼウムの整備、小浜市は、駅前インフォメーションセ
ンターや新鯖街道交流館の整備、おおい町は、若州一滴文庫を芸
術、演劇を学ぶ学生の中核施設として整備。３０年度までに１３市
町が事業に着手

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

市町振興課 小林　弥生

市町

縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 整理統合 □ 廃止

□ 拡充 □

■ 継続 □ 休止 □ 完了

事業評価

「新ふるさと創造」推進事業

補 助 金 H31

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

関連する県の計画等
ビジョン  〔

政　　策  〔

元気な県政

幸福実感、誇りを生み出す「ふるさと政策」
〔 〕ふくい創生・人口減少対策戦略

事 業
区 分

市町との連携状況
ハード整備については、市町も県と合わせて１／２負担するほ
か、運営を担う地域づくり団体等への支援を行うことにより県と
協働して事業を実施する。

地方創生への取組みが進むよう、各市町がそれぞれの特色を活かし、地域の誇りを醸成し子どもから高齢者までが参加する住民主体のまちづくりを創出するととも
に、全国に向けたブランド発信を行い、新たな人財等を誘致する「新ふるさと創造」への市町単独の取組みを支援する。

① 補助対象　　　　市町が行う、地方創生総合戦略に位置付けられた、新たなふるさとの創造に資する経費
　 　　　　　　　　　○地域の誇りの醸成（次世代を担う子ども・若者に歴史や文化、食、産業など、ふるさとの財産に誇りと愛着をもたせる取組み）
　 　　　　　　　　　○住民主体のまちづくり（地域住民自らが「ひと」「まち」のレベルアップを図る取組み）
　 　　　　　　　　　○ブランド発信（歴史や文化、食、生活環境など、各市町の特色あるものを全国に情報発信を行い、認知度を高める取組み）
　 　　　　　　　　　○新ふくい人の誘致（新ふくい人誘致に向けた「雇用の創出」、「住・子育て環境」などの受入れ体制整備や「誘致」に必要な取組み）
② 実施主体　　　　市町
③ 補助率　　　　　１／２
④ 事業期間　　　　平成２８年度～平成３１年度
⑤ 補助総額　　　　１０億円
⑥ 配分額（標準）　市：７５，０００千円　町：３８，０００千円

［受益者］
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課長名

■ □ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

170,000 300,231 254,280

104,000 222,085 134,142

99,209 216,799

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(4) (16) (29)

7 17 30

(3) (7) (7)

6 4 7

□ 無

■ 有

継続 総務部区分

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度

H31

そ の 他

事業費 国庫 起債

経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名

その他

前年度までの
主な増減理由

・市町の事業進捗に伴う増減

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

補 助 金

当 初 予 算 額 の 推 移 410,663

区分 一般財源 国庫、その他財源の名称等

予算額

410,663 410,663

小林　弥生課名 市町振興課

事業主体 市町

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

他県の状況 石川県、富山県とも該当なし
関連事業の有無・

役割分担

活動指標 計画策定を行った市町数
(目標)

事業名 ふるさと創造プロジェクト

（役割分担）

ふるさと創造プロジェクトでは歴史、文化など既存の地域資源を発展
させる地域づくりを支援してきたが、今後は地域資源を活かしたまち
づくりの創出や人・ものの誘致など特色ある施策を支援

区　　　　　　分 ３１年度

成果指標
新たなふるさとの創造へ
の取組み数

(目標) (34)

実績

事業実施方法 補助

補助率 県１／２、市町１／２ 法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

自 治 事 務 実行予算

「新ふるさと創造」推進事業

実績等を踏まえた３１年度の変更点

目標・指標の考え方・積算根拠

「地域の誇りの醸成」「住民主体のまちづくり」「ブランド発信」「新ふくい人の誘致」
に取り組んだ数（１市町あたり２事業を想定）

平成３０年度までに全市町が計画を策定し、事業を推進

事 業
区 分

事業
開始
年度
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

集落活性化支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総務部 課名 市町振興課 小林　弥生

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H34

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県１／２、市町１／２ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 幸福実感、誇りを生み出す「ふるさと政策」

［事業目的］

平成29年度に実施した集落実態調査から、将来に不安があるものの対応策がわからない、集落活動の担い手が足りないなどの課題が明らかとなった。今後、人口減
少・高齢化がさらに進展し、集落機能の低下が懸念されることから、市町が、将来にわたる集落機能の維持・活性化を目的として策定する「集落活性化計画」に基づ
き実施する施策を支援し、集落活動の活性化を図る

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県政
関連する県の計画等 〔 ふくい創生・人口減少対策戦略

① 実施主体　　　　市町
② 補助率　　　　　県１／２（市町１／２）
③ 補助上限額　　　３０，０００千円／市町
④ 補助対象期間　　５年間
⑤ 計画内容　　　　・担い手の育成（壮年会メンバーなど担い手候補者を対象とした地域課題に応じた研修）
　　　　　　　　　 ・小規模・高齢化集落の機能維持・確保策（複数集落による環境美化などの共同活動）
 　　　　　　　　　・地域の実状に応じ、市町が独自に企画立案した地域の集落活性化策
⑥ 事業期間　　　　平成３０年度～平成３４年度

［受益者］ 地域住民 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況
市町も県と合わせて１／２負担するほか、運営を担う地域づくり
団体等への支援を行うことにより県と協働して事業を実施する。

事業名

全１７市町が「集落活性化計画」を策定し、事業に着手

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

― ― ― 64,000

― ― ― 37,768

― ― ―

［成果指標等の推移］

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度

(10) (20) (20) (20)

19

(5) (3) (9)

17

■ 無

□ 有

集落活性化支援事業

部局名 総務部 課名 市町振興課 小林　弥生

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H34

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

117,348 58,674 58,674 地方創生推進交付金

県１／２、市町１／２ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 117,348

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
共同活動に取り組む地区
数

(目標) (20) 各市町によって取り組む内容が異なるため、統一した目標数値の設定が困難であるが、採
択する事業ごとに設定していく

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況 石川県、富山県とも該当なし
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 計画策定を行った市町数
(目標)

平成３０年度までに全市町が計画を策定し、事業を推進

実績
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
　取組み地区を５地区採択し、他市町においても事業実施の検討を
要請中。

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

　小学校区などを単位として、市町と地域住民が作成した実行プランを基に福井ふるさと茶屋を整備・利活用する経費を支援
　（１）対象経費　　　〔ハード〕ふるさと茶屋の整備（施設改修の設計費、工事費）
　　　　　　　　　　　〔ソフト〕ふるさと茶屋の活動経費（特産品開発・農作業体験・健康教室の開催経費 等）
　（２）補助対象期間　２か年
　（３）事業主体　　　市町、複数集落の自治会の連合組織、地域づくり団体など
　（４）補助上限額　　〔ハード〕
　　　　　　　　　　　　空き家等の改修　補助上限額 １０，０００千円／地区（補助率：県２/３、市町１/３）
　　　　　　　　　　　　公共施設の改修　補助上限額 ３０，０００千円／地区（補助率：県１/２、市町１/２）
　　　　　　　　　　　〔ソフト〕
　　　　　　　　　　　　茶屋の活動経費　補助上限額 　６，０００千円／地区（補助率：県２/３、市町１/３）

［受益者］ 地域住民、地域づくり団体、都市部住民など ［想定される受益者数］ －

前事業の有無・実績 市町との連携状況
市町も県と合せて１／３補助するほか、小学校区単位などの地域
において住民が寄り合う場所や地元の農産物販売などを行う拠点
につなげるため県と協働して事業を実施する

事業名

〕
政　　策  〔 幸福実感、誇りを生み出す「ふるさと政策」

［事業目的］

　概ね小学校区単位の地域において、空き家等を活用し、住民が寄り合う拠点整備や活動経費を支援することにより、地域の「つながり力」を強化し、意欲ある集落
の活動をさらに促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県政
関連する県の計画等 〔 ふくい創生・人口減少対策戦略

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H34

事業主体 市町、複数集落の自治会の連合組織、地域づくり団体など
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県２／３、市町１／３ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

新福井ふるさと茶屋支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総務部 課名 市町振興課 小林弥生
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

― ― ― 36,000

― ― ― 34,176

― ― ―

［成果指標等の推移］

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３４年度

(10) (14) (28) (36)

10

(5) (2) (7) (4)

5

■ 無

□ 有

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 改修数
(目標) (2)

目標地区数：２０地区

実績

成果指標
地域住民等による利活用
事業数

(目標) (40)
１地区あたり２事業を想定

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３５年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 48,000

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H34

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

48,000 24,000 24,000 地方創生推進交付金

県２／３、市町１／３ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 総務部 課名 市町振興課 小林弥生

事業主体 市町、複数集落の自治会の連合組織、地域づくり団体など

事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

新福井ふるさと茶屋支援事業

- 6 -


